
 

  



 
 

 
 

 

 

冨取：理研ビタミンの冨取でございます。それではまず私から、2023年度第 2四半期の業績につ

いてご説明申し上げます。 

  



 
 

 
 

 

 

 

業績のポイントを 3点にまとめております。 

1点目、売上高は 2.3%増の 446億円となりました。9億円の増収となっております。営業利益は

29.2%増の 45億円、こちらも 10億円の増益となっております。 

2点目、売上高、営業利益、経常利益は第 2四半期時点の過去最高を更新しております。 

3点目、前年度と異なりまして、今年度については国内食品事業が業績をけん引しております。海

外事業につきましては前年の反動、また世界的な景気減速の影響で苦戦しております。  



 
 

 
 

 

 

業績について、ご説明申し上げます。 

オレンジの枠の中でございますが、売上高 446億円、営業利益 45億円。営業利益率については

10.3%となりました。経常利益 52億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は 36億円となってお

ります。 

右側の前年同期比をご覧いただきますと、売上高から各段階利益、全てプラスとなっております。 

しかしながらその右でございますが、期初予想と比較いたしますと売上高については 8億円の未達

となっております。各段階利益については、期初予想からプラスとなっております。 

欄外でございますが、為替の影響額につきましてですが、売上高プラスの 5.1億円、営業利益プラ

スの 0.5億円となっております。  



 
 

 
 

 

 

営業利益の要因別の増減についてご説明します。 

全体で 10億円の増益となりましたが、増益要因といたしまして、まず売上高の変動に伴う限界利

益の増加で 11億円、広告宣伝費が少なく済んだことで 1.5億円、物流費の減少は脚注にあります

が、海外での海上運賃が下がったこともございまして、これがプラス 3.9億円となっております。 

一方で減益の要因でございますが、その他製造経費の増加でマイナスの 2.2億円、その他販管費の

増加でマイナス 4.1億円となっております。中身につきましては主に人件費の増と、そして活動経

費の増加でございます。  



 
 

 
 

 

 

セグメント別の実績についてご説明申し上げます。 

売上高、営業利益ともに、国内食品事業がけん引しております。 

左側、売上高については 9億円の増収となっております。国内食品がプラスの 28億円、国内化成

品プラス 2億円。対しまして、海外事業は 23億円の減収となっております。 

右側、営業利益につきましては 10億円の増益でございますが、国内食品事業がプラスの 14億

円、国内化成品その他事業でプラスの 2億円。売上同様、海外事業がマイナスの 6億円の減益とな

っております。  



 
 

 
 

 

 

セグメント別の期初予想と、そして実績の乖離についてご説明申し上げます。 

左側、国内食品事業でございますが、下の括弧にありますとおり外食需要が回復してまいりまし

た。また家庭用食品事業においてヒット商品が出たことで、売上高も約 8億円計画比プラスでした

し、営業利益についても 11.5%ということで高い実績を上げることができました。 

真ん中、国内化成品その他事業につきましては、期初計画 40億円の売上に対して 37億円という

ことで、未達でございました。下にあります、お取引先様の業界の需要低迷が主な要因となってお

ります。一方で営業利益率は 7.5%の計画に対して 9.1%と上げることができました。これは前年度

の後半から取り組んでまいりました、価格改定の効果といえます。 

右側、海外事業でございます。売上高、期初計画に対しまして約 17億円の計画未達となりまし

た。前年同期の反動で大幅な減収となったということでございます。しかしながら期初計画 7.0%

の営業利益率見込みに対して、9.4%を計上することができました。利益に重きを置いた活動が実

を結んだ結果となっております。  



 
 

 
 

 

 

それでは、セグメント別のポイントについてご説明申し上げます。 

まず左上、国内食品事業でございますが、売上高で 28億円の増収、営業利益 14億円の増益とな

っております。左の下の括弧ですけれども、全てのサブセグメントで増収増益となりました。 

右側、家庭用食品につきましては表にあるとおり、ノンオイルドレッシング、わかめスープ、また

ふえるわかめちゃん、金額、数量ともに非常に厳しい結果となりました、右側の真ん中です。ふり

かけるザクザクわかめ、昨年の 9月から発売を開始しておりますが、これが非常に好調で実績を底

上げしていることで、その他の厳しい商品をカバーし、家庭用食品全体で 2億円の増収となりまし

た。  



 
 

 
 

 

 

左側、業務用食品について申し上げます。 

売上高で 12億円の増収となりました。外食/給食向けにおきましては、インバウンドの回復も含め

まして、外食産業向けの需要が好調に推移しております。また人流の回復によりまして、コンビニ

エンスストアをご利用される方も増えたことで、海藻商品が好調に推移いたしました。また加工食

品メーカー向けにおいては、中食・即食業界が好調であったことで、調味料、改良剤が好調に推移

いたしました。 

加工食品用原料等につきましてでございますが、13億円の増収となっております。 

乳化剤につきましては、価格改定の効果が大きく奏功いたしました。また製パン業界、油脂業界な

どが非常に好調に推移したことで、需要も増えたことで、当社も好調に推移いたしました。またヘ

ルスケア商品につきましては、マイクロカプセルの販売が非常に好調に推移したということでござ

います。  



 
 

 
 

 

 

国内化成品その他事業でございますが、売上高 2億円の増収、営業利益も 2億円の増益となりまし

た。 

四角の中でございますが、前期から強く推進いたしました価格改定の効果が実現したということで

ございます。しかしながら右の写真にあるとおり、外食需要の回復によりまして業務用の食品包装

ラップが大きく増えた一方で、右の下でございますが土木建材向け、自動車用部品向けなどは低調

な需要が続いていることで、売上高の増収は価格改定の影響でございまして、販売数量は減ってお

ります。 

  



 
 

 
 

 

 

海外事業についてご説明申し上げます。 

売上高は 23億円の減収となりました。営業利益、6億円の減益でございます。昨年、ロシアのウ

クライナ侵攻に伴う供給不安で特需となった前期から一転、需要が低迷しました。欧米の景気減速

の影響、それからアジア諸国にも波及しております。そういったことで売上はかなり減っておりま

すけれども、先ほど申し上げましたが利益に重きを置いた営業活動の努力もありまして、営業利益

は 6億円の減益にとどまり、営業利益率 9.4%をキープすることができました。  



 
 

 
 

 

 

ここで、海外事業の環境の変化について一言申し上げます。 

昨年、先ほど申し上げましたとおりロシアのウクライナ侵攻もありまして、サプライチェーンが混

乱したということでございます。海外輸送についても大きく遅れたといったことで、お客様の需要

増があったということでございます。 

一方で、今年度はこういった環境も少し収束し始めたということでございまして、お取引先様の在

庫の若干だぶつきといいますか、在庫調整もございまして、弊社の販売が少なくなったということ

でございます。 

 

  



 
 

 
 

 

 

四半期純利益の増減要因について、ご説明申し上げます。 

1点、赤字で記載しております法人税等について申し上げます。今年度法人税等 15億円でござい
ますが、こちらは税負担率が 29.2%となりました。前年度までは中国子会社の処理に伴います繰越
欠損金があった影響で、昨年度は 25.5%となっております。今年度については 3.7ポイント増えた
こともありまして、法人税等も増えております。 

  



 
 

 
 

 

 

連結貸借対照表についてご説明申し上げます。 

総資産は 1,139億円となりました。前期比 86億円となっておりますが、まず 9月末が休日だった
ことで、売掛金、買掛金が増加しております。また好調な株価の上昇によりまして、投資有価証券
も評価額で 33億円増えております。 

右下、自己資本比率については 67.9%ということで、前期末比 0.1ポイント上昇しております。 

 

  



 
 

 
 

 

 

連結キャッシュ・フロー計算書について、ご説明申し上げます。 

今年度、営業活動によるキャッシュ・フローはプラスの 46億円となりました。投資活動によるキ

ャッシュ・フローのマイナス 7億円を加味いたしまして、フリー・キャッシュ・フローについては

プラスの 39億円となっています。昨年度の 18億円より、プラス 21億円となっております。  



 
 

 
 

 

 

最後に、当社の資本収益性と市場評価について、ご説明を申し上げます。 

当社の株価、また PBRにつきましては、第 1四半期の決算発表後 1倍を超えた時期もありました

が、長続きはしてございません。昨日の終値で 2,318円、PBR0.98倍となっております。こちら

はまだまだ当社の成長性、またガバナンスに改善余地が残ると思っております。 

最後に、企業価値向上に向けた取り組みについてご説明申し上げます。下にありますとおり、通期

の ROEの見込みは 8.8%でございます。昨年が 9.3%でございましたので、0.5ポイント下がってい

ます。しかしながら中計の目標にしておりました 8%はクリアしているということでございまし

て、資本コストを上回る資本収益性については確保できているのではないかと認識しています。 

二つ目ですが、今年度 9月末に統合報告書を初めて発行させていただきました。この統合報告書を

用いまして、株主の皆様、投資家の皆様との対話をしていこうと思っております。当社の強み、事

業の成長性をご理解いただくように努力してまいる所存でございます。 

最後にガバナンス改善については、政策保有株式の縮減につきましては今も株主の皆様との交渉は

継続しておりますが、着実に実行していくように努力してまいります。 

まず、私から第 2四半期の業績についてご説明申し上げました。ありがとうございました。  



 
 

 
 

 

 

山木：社長の山木でございます。私からは、2023年度の通期の見通しについてご説明申し上げた

いと思います。  



 
 

 
 

 

 

今期の業績見通しについて、ポイントをここにまとめております。 

通期予想は、各段階利益を上方修正いたしました。営業利益は前期比プラス 5.4億円の、77億円

を目指したいと思っております。 

国内食品事業は上期業績の上振れを踏まえ、上方修正します。下期は食品原料の高騰が利益をやや

圧迫する懸念がございます。 

年間配当は、2円増配の 61円といたしたいと思っております。 



 
 

 
 

 

 

こちらが今期の業績予想でございます。 

売上高は 906億円となる見通しです。期初予想からは 14億円下方修正いたしましたが、当社とし

ては過去最高の水準であります。営業利益は期初予想から 9億円上積みし、77億円といたしまし

た。 

下期の営業利益が上期に比べて減少する主な要因は、国内食品事業において食品原料の価格高騰な

どのコスト上昇により、利益率の低下が予想されるためであります。しかしながら、上期業績の上

振れを踏まえますと、通期の営業利益、経常利益は 2期連続で過去最高を更新する見通しです。 

また ROEは前期を下回りますが、中計最終年度の目標値である 8%を 2期連続で上回る見通しで

ございます。  



 
 

 
 

 

 

こちらはセグメント別に、上期業績と下期の期初予想、修正予想を比較したグラフでございます。 

国内食品事業はコスト上昇と値上げに伴う数量減の影響で、下期は利益面で苦戦する見通しでござ

いますが、引き続き国内市場の深掘りと、利益改善に向けた不採算品目の整理などを行ってまいり

ます。また家庭用では、来年 2月に追加の値上げを行うことを発表しております。 

国内化成品その他事業は上期と同様に、下期も価格改定効果で利益率が期初予想を上回る見通しで

す。 

海外事業は、下期も世界的な景気減速の影響などが続くと予想されることから、販売数量が伸び悩

み、売上高と営業利益率は期初予想を下回る見込みでございます。 



 
 

 
 

 

 

こちらは、営業利益の増減要因を分解したグラフです。 

原材料費は上期と同様、海外で減少、国内では増加する見通しです。エネルギー費が減少する見通

しになっておりますが、この要因は主に海外事業における生産数量の減少であり、好ましいとは思

っておりません。物流費の減少についても、販売数量の減少が大きく影響しております。 

  



 
 

 
 

 

 

それでは、各セグメントのポイントについてご説明いたします。 

まず、国内食品事業のうちの家庭用食品でございますが、この家庭用食品は通期の売上高を 2億円

上積みしました。これは上期の上振れ分を反映したもので、下期の売上高は期初予想どおりの見込

みでございます。コスト高に対する収益改善策としては、来年 2月にわかめ関連とレトルト商品の

値上げを予定しております。 

わかめ関連商品の一部は、昨年 9月に続いて 2度目の値上げとなります。値上げによる数量の減少

も懸念されますが、わかめスープでは人気イラストレーターを起用した広告施策により、常備食と

して食卓への定番化を図ってまいりたいと思っております。食塩無添加の素材力だしは子育て世代

をメインターゲットとし、インフルエンサーを起用した YouTube広告などで認知度を上げてまい

りたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

業務用食品は外食向け需要の復調を踏まえ、売上高を上方修正いたしました。食品原料の高騰を踏

まえ、不採算品の見直しなどによる利益改善も強く推し進めてまいります。 

外食/給食向けの販売施策としては、当社の特徴的な商品であります冷凍海藻を拡販してまいりた

いと思っております。例えばこの秋の新商品、海藻惣菜だしもずくがございますが、このだしもず

くは解凍するだけで手軽に使える味付け済みの商品です。現在、外食産業では人手不足が大変な懸

念、課題になっておりますので、こうしたオペレーションの簡便化につながる商品の需要は十分あ

ると思っております。 

また成長市場である中食・即食市場向けの提案にも、引き続き力を入れてまいります。当社は調味

料だけでなく、海藻、改良剤もセットで提案することができる数少ないメーカーでございます。ト

ータル提案で、ワンストップサプライヤーとしてWin-Winな関係を築いてまいりたいと思ってお

ります。  



 
 

 
 

 

 

加工食品用原料等の売上高は、期初予想を据え置きました。前期は改良剤の主原料となる油脂の急

激な高騰を受け、値上げ交渉に多くの時間を取られました。今期は油脂相場が落ち着いてきている

ため、新たな価値を提案する商談に力を入れてまいりたいと思っております。 

例えば、原料調達リスクへの対応もその一つです。鳥インフルエンザを契機とした卵の不足は徐々

に解消傾向にありますが、将来に向けた危機感は強く残っております。したがって、卵の機能を代

替する改良剤など、持続可能な食品製造を支える提案は、今後も需要があると思っております。 

また、最近は環境意識や健康意識が高まっておりますので、例えばパンの型崩れ防止などの改良剤

技術を使ったフードロスの削減の提案、またビタミンなどのヘルスケア商品を一般加工食品に添加

して、付加価値をさらに上げるような提案にも、力を入れてまいりたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

ここで国内食品のトピックスとして、新商品、インドカレー屋さんの謎ドレッシングについてご紹
介したいと思います。 

この商品はインドカレー屋さんで出てくる、名前は知らないけれども、あのドレッシングを謎ドレ
ッシングという名を付けて商品化したもので、そのネーミングが大変面白いと SNSを中心に大き
な話題となりました。 

またこの商品は業務用の大容量品を先に発売し、家庭用はしばらくの間、一部の店舗の先行販売の
みといたしました。このことから SNS 上でお客様の関心を高め、家庭用の全国発売で非常に良い
スタートを切ることができました。 

当初からここまでのヒットをねらったわけではございませんが、業務用と家庭用の連動によって、
良い結果につながったと考えております。  



 
 

 
 

 

 

次に昨年の発売以来、順調に売上を伸ばし、先日発表された日経トレンディ 2023年ヒット商品ベ

スト 30にもランクインした、ふりかけるザクザクわかめシリーズについてご紹介したいと思いま

す。 

この商品は独自製法で開発した、水戻しせずにそのまま食べられる味付け乾燥わかめです。実は以

前も同じ製法で、そのままサクサク食べるわかめという商品を発売したのですが、そのときは失敗

に終わりました。健康的なわかめのおつまみとして売り出したものの、消費者の購買意欲をかき立

てるにはちょっとインパクトが足りませんでした。 

この経験から学び、健康に加えおいしさで勝負しようと開発したのが、このザクザクわかめです。

やみつきになる触感と味を追求し、パッケージもバイヤーの意見も取り入れ、より食欲をそそるデ

ザインに改良しました。そして消費者の心をつかむことを徹底的に考えた結果、家庭用では久しぶ

りのヒット商品となりました。 

近年、当社では開発部門の組織改革を行い、これまで以上にマーケティングを重視した商品開発を

するような意識づけをしております。ザクザクわかめや謎ドレッシングといったヒット商品が立て

続けに出たのは、その成果が表れてきた証拠ではないかと考えております。既存市場の隣に、新た

な市場を開拓する。これが独自性、スペシャリティの鍵であると私は考えております。  



 
 

 
 

 

 

セグメントの説明に戻りたいと思います。国内化成品その他事業は、売上高を下方修正。営業利益

は上方修正いたしました。 

化学業界全体の需要低迷は、下期後半に向けて徐々に回復すると期待しております。今後の重点施

策としては、化粧品業界向けのシェア拡大を図ります。化粧品業界では、石油由来の原料をバイオ

マス原料に切り替える流れが強まっており、天然由来成分を主原料とする当社の改良剤の潜在需要

はまだまだあると思っております。 

提案活動の成果として、今月ロレアルグループが主催するスカウティングイベント、Big Bangプ

ログラムの受賞企業に選出いただきました。当社製品について、性能やサステナビリティの観点で

高く評価をいただき、大変光栄に思います。当社はこの受賞を、ロレアルグループや他の参加企業

との協業につなげていきたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

海外事業は売上高を下方修正した一方で、営業利益は上期の上振れ分を上乗せいたしました。 

中国では現在、天津の生産子会社の敷地内に新工場を建設するための基礎工事を行っております。

稼働開始は 2025年度の見込みです。 

北米においては食品用改良剤の用途開発や、試作、提案を行うアプリケーションセンターの開設を

決定いたしました。着工はまだ先ではございますが、完成すれば当社の得意とするソリューション

提案が行いやすくなります。日本からの技術サポートも積極的に行い、北米でのベーカリー市場を

中心に、スペシャリティ製品の販売を拡大していきたいと思っております。 

その他のエリアにおいても各国の市場環境や地政学的リスクなどを勘案し、それぞれに合った戦略

を立案して、事業の拡大を図ってまいります。  



 
 

 
 

 

 

先ほど触れました天津の新工場建設の状況について、簡単にご報告申し上げます。 

現在は基礎工事を行っており、来年 1月頃から建屋の工事を開始する予定です。稼働開始は 2025
年 4月頃になる見込みであります。生産能力は 1万 5,000トン以上、設備のオートメーション化に
より、少人数でも大量の生産が可能になる想定です。 

中国では新型コロナの感染拡大以降、景気の停滞が続いており、当社の改良剤の販売数量も伸び悩
んではいます。しかし、将来的には間違いなく需要が拡大すると見込んでおりますので、新工場の
建設により、安定した供給能力を確保し、売上規模を拡大していきたいと考えております。  



 
 

 
 

 

 

配当についてご報告いたします。 

期初予想では、今期の年間配当は前期と同額の 59円としておりましたが、業績予想の上方修正を
踏まえ、2円増配の 61円に修正いたしました。今後も配当性向 30%以上を目安に、安定的な配当
を継続していく方針であります。  



 
 

 
 

 

 

既にご覧いただいた方もいらっしゃるかもしれませんが、当社は今年 9月末に初の統合報告書を発

行いたしました。 

今回は初年度ということで、まずはステークホルダーの皆様に当社グループの全体像を理解してい

ただくため、当社グループの価値創造プロセスや成長戦略などについて整理いたしました。 

今後、本報告書を活用して、皆様との建設的な対話を進め、その内容を企業価値向上に向けた取り

組みに反映してまいりたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

最後に、サステナビリティの取り組み事例を二つご紹介いたします。 

当社はこの秋から、独自のエコマークを導入しました。ふえるわかめちゃん、わかめスープシリー

ズの一部商品で容器包装を見直し、その内容の説明と併せてエコマークを表示しております。対象

商品は今後、拡大していく予定です。 

また、今年 9月に子会社の理研食品が、スジアオノリの陸上養殖でマリン・エコラベル・ジャパン

の養殖認証を取得しました。この認証は水産資源の持続的利用や環境、生態系の保全に配慮してい

る漁業、養殖業の事業者を認定する、国際的に認められた水産エコラベルです。スジアオノリの陸

上養殖での認証取得は、国内では初めてであります。 

当社は今後もさまざまなアプローチで、持続可能な社会を支える取り組みを推進してまいります。

持続可能な社会をスペシャリティな製品とサービスで支え、成長する会社になるという中長期ビジ

ョンの下、当社グループの事業を推進してまいる所存であります。 

ご清聴ありがとうございました。  



 
 

 
 

 

 

「持続可能な社会をスペシャリティな製品とサービスで支え成長する会社になる」という中長期ビ
ジョンのもと、今期も目標達成に向けて事業を推進してまいりたいと思っております。引き続き、
ご支援のほど、お願いいたします。ご清聴ありがとうございました。  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 


